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中
江
藤
樹
先
生
ゆ
か
り
の
地

鳥
取
県
米
子
市

　
米
子
市
・
石
見
銀
山
の
町
並
み

を
巡
る
楽
し
い
旅

　

中
国
地
方
最
高
峰
の
大
山
を

望
む
街
並
み
、
白
鳥
が
遊
ぶ
中
海

な
ど
、
米
子
市
に
は
自
然
を
満

喫
で
き
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
そ

ろ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
市

内
に
は
歴
史
的
な
遺
産
も
多
く
、

と
て
も
魅
力
的
な
ま
ち
で
す
。

日
程
： 

11
月
９
日（
月
）〜
11
月

10
日（
火
）　

１
泊
２
日

定
員
：
35
人
（
大
型
バ
ス
１
台
）

費
用
：
１
万
７
千
円

　

大
洲
市
友
好
都
市
交
流
促
進

協
議
会
が
、
バ
ス
貸
切
代
な
ど

１
人
当
た
り
２
万
８
千
円
の
う

ち
１
万
１
千
円
を
助
成
い
た
し

ま
す
。

申
し
込
み
先　

㈲
昭
和
旅
行
サ
ー
ビ
ス

☎
52
３
２
２
８

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

手
続
の
資
料
な
ど
を
お
送
り

し
ま
す
。

　

な
お
、
お
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切

10
月
30
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

㈲
昭
和
旅
行
サ
ー
ビ
ス

☎
52
３
２
２
８

大
洲
市
企
画
調
整
課
内

（
大
洲
市
友
好
都
市
交
流
促
進
協

議
会
事
務
局
）

☎
㉔
２
１
１
１（
内
線
５
２
３
）

　

１
６
１
６
年
中
江
藤
樹
先

生
が
８
歳
の
と
き
、
祖
父
中

江
吉
長
に
連
れ
ら
れ
米
子
市

へ
移
ら
れ
ま
し
た
。
米
子
で

の
滞
在
は
わ
ず
か
１
年
で
し

た
が
、
そ
の
間
、
学
問
へ
の

眼
を
開
き
立
志
の
心
を
抱
き

ま
し
た
。
米
子
市
で
は
、
藤

樹
先
生
の
教
え
が
今
も
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。

11月９日㈪
大洲市8時30分発
瀬戸大橋－蒜山高原－米子市（山陰歴史館など）－米子市泊（交流会）

11月10日㈫
米子市－出雲市（出雲大社）－太田市（仁摩サンドミュージアム）
石見銀山町並み散策（坑道へは入りません）－しまなみ海道
大洲市19時30分頃着

旅
の
内
容

　

７
月
26
日
、
第
９
回
大
洲
市

扇
面
の
美
展
表
彰
式
が
山
荘
画

廊
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
洲

市
内
外
よ
り
多
数
の
作
品
が
よ

せ
ら
れ
、
会
場
に
は
個
性
豊
か

な
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
し
た
皆
さ
ん
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

 

☆
鴨
川
の
部

【
最
優
秀
賞
】

　

梶
原
八
千
代
（
宇
和
島
市
）

【
優
秀
賞
】

　

中
野
麻
寿
美
（
今
治
市
）

【
大
洲
市
長
賞
】

　

上
甲　

哲
子
（
八
幡
浜
市
）

【
高
島
市
長
賞
】

　

児
玉　

弘
子
（
宇
和
島
市
）

【
大
洲
商
工
会
議
所
会
頭
賞
】

　

白
砂　

光
枝
（
宇
和
島
市
） 

【
特　

選
】

　

中
原　
　

瞳
（
大
洲
市
）

　

白
石　

礼
子
（
大
洲
市
）

【
山
荘
画
廊
賞
】

　

岩
本　

政
光
（
大
洲
市
）

【
佳　

作
】

　

橋
本
千
恵
子
、
中
田　

啓
子

　

澤
山　

繁
子
、
眞
鍋
キ
ク
ヱ

　

矢
野　

和
恵
、
堀
田　

道
子

　

二
宮
嬉
恵
子
、
大
塚　

雅
美

　

兼
光
か
よ
子
、
木
山　

弘
子

　

泉　

シ
ズ
子

 

☆
夏
扇
の
部

【
最
優
秀
賞
】

　

大
本　
　

登
（
西
予
市
）

【
優
秀
賞
】

　

井
上
ミ
チ
子
（
八
幡
浜
市
）

【
大
洲
市
長
賞
】

　

青
野　

道
子
（
今
治
市
）

【
高
島
市
長
賞
】

　

堀
江　

弘
子
（
大
洲
市
）

【
大
洲
商
工
会
議
所
会
頭
賞
】

　

垣
内　

陽
子
（
西
予
市
）

【
特　

選
】

　

白
石
タ
マ
ヨ
（
大
洲
市
）

　

上
田
サ
ヨ
子
（
大
洲
市
）

【
特
別
賞
】

　

菅　

マ
ス
エ
（
八
幡
浜
市
）

【
佳　

作
】

　

富
田　
　

寛
、
上
田　

裕
穂

　

泉
田　

千
富
、
浜
田　

隆
美

　

井
上　

恒
代
、
山
内　

成
子

　

高
山
志
穂
子

第
９
回

大
洲
市
扇
面
の
美
展▲〔最優秀賞〕梶原八千代さんの作品

米子市を訪ねる旅・大洲市扇面の美展

米
子
市
を
訪
ね
る
旅

　

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
!!

　
　

大
洲
藩
主
加
藤
家
ゆ
か
り
の
地
・
鳥
取
県
米
子
市
を

　
　
訪
ね
る
旅
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
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民
生
児
童
委
員
・
１
３
７
人
、

主
任
児
童
委
員
・
26
人
、
計
１

６
３
人
が
13
地
区
か
ら
選
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

１
．
基
本
方
針
（
委
員
信
条
）

と
し
て

⑴
隣
人
愛
を
も
っ
て
社
会
福
祉

の
増
進
に
努
め
る
。

⑵
常
に
地
域
社
会
の
実
情
を
把

握
す
る
こ
と
に
努
め
る
。

⑶
誠
意
を
も
っ
て
生
活
上
の
相

談
に
応
じ
、
自
立
の
援
助
に
努

め
る
。

⑷
す
べ
て
の
人
々
と
協
力
し
、

明
朗
で
健
全
な
地
域
社
会
づ
く

り
に
努
め
る
。

⑸
常
に
公
正
を
旨
と
し
人
格
と

識
見
の
向
上
に
努
め
る
。

　

以
上
の
信
条
に
従
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に
よ
っ

て
、
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

２
．
重
点
活
動
と
し
て⑴

社
会
調

査
の
は
た

ら
き
（
ア

ン
テ
ナ
的

役
割
）

⑵
相
談
の

は
た
ら
き

（
世
話
役

的
役
割
）

⑶
情
報
提
供
の
は
た
ら
き

（
告
知
版
的
役
割
）

⑷
連
絡
通
報
の
は
た
ら
き

（
パ
イ
プ
的
役
割
）

⑸
支
援
体
制
づ
く
り
の
は
た
ら
き

（
支
援
的
役
割
）

⑹
意
見
具
申
の
は
た
ら
き

（
代
弁
的
役
割
）

　

以
上
ま
だ
ま
だ
役
割
は
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
、

課
題
に
従
っ
て
、
地
域
の
あ
ら

ゆ
る
団
体
・
行
政
・
市
社
協
の

ご
協
力
に
よ
り
活
動
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
今
、社
会
や
家
庭
・

家
族
の
変
容
、
変
化
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生
し
て

お
り
、
私
た
ち
民
生
委
員
も
今

後
ま
す
ま
す
研
修
研
鑚
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

何
か
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
お
声
か
け
を
い
た
だ
き
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

「
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
大
洲
」
を
目
標
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
日
々
活
動
し
て
い
か

ね
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

大
洲
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会

副
会
長
　
友
松
　
豊
子

お
お
ず
の
女
性

〜
輝
い
て
今
〜

Vol.57

〜
大
洲
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
活
動
紹
介
〜

　

阪
神
淡
路
大
震
災
の
経
験

者
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
レ
ス
キ
ュ

ー
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
常
務
理

事
の
浦
野
愛
さ
ん
が
「
災
害

時
要
援
護
者
支
援
の
現
状
と

課
題
」
と
題
し
て
講
演
し
、

次
の
よ
う
に
地
震
に
対
す
る

備
え
な
ど
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

自
主
防
災
活
動
の
考
え
方

　

従
来
の
防
災
は
、「
自
分
が

生
き
て
い
る
の
は
当
然
の
こ

と
」
と
考
え
、
活
動
と
い
え

ば
初
期
消
火
、
避
難
行
動
、

食
糧
等
の
備
蓄
な
ど
を
主
な

も
の
と
し
て
き
ま
し
た
が
、

何
よ
り
も
「
災
害
が
発
生
し

た
瞬
間
に
生
き
残
る
こ
と
」

に
も
っ
と
力
を
入
れ
る
べ
き

で
す
。

　

こ
の
た
め
、
災
害
発
生
時

に
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止

め
る
「
減
災
」
へ
の
取
り
組

み
を
地
域
で
呼
び
か
け
る
こ

と
が
よ
り
重
要
で
す
。

事
前
の
取
り
決
め
が
大
切

　

自
分
た
ち
の
地
域
は

「
昔
か
ら
近
所
づ
き
あ
い

が
あ
る
か
ら
、
災
害
時
に

も
大
丈
夫
。（
災
害
時
要

援
護
者
避
難
支
援
計
画
な
ど

な
く
て
も
）
誰
か
が
助
け
て

く
れ
る
」
と
思
っ
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
ど
の
よ

う
な
と
き
に
、
だ
れ
が
、
だ

れ
（
要
援
護
者
）
を
、
ど
の

よ
う
に
」
避
難
さ
せ
る
か
を

決
め
て
お
か
な
い
と
、
災
害

時
の
混
乱
の
中
で
、
迅
速
・

的
確
に
人
の
命
を
守
る
行
動

は
と
れ
ま
せ
ん
。

危
険
な
状
態
を
自
分
で
作
り

出
し
て
は
い
な
い
か

　

高
齢
者
宅
を
訪
問
し
て
み

る
と
、「
な
に
か
わ
か
ら
な

い
け
れ
ど
捨
て
ら
れ
な
い
物
」

が
家
具
の
上
に
長
年
積
み
上

げ
ら
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い

た
り
、
部
屋
や
廊
下
を
占
領

し
て
い
た
り
し
て
い
る
の
を

よ
く
見
か
け
ま
す
。
地
震
の

揺
れ
で
物
が
落
ち
て
致
命
傷

を
負
っ
た
り
、
出
口
が
ふ
さ

が
れ
て
長
時
間
、
家
の
中
に

閉
じ
込
め
ら
れ
た
り
す
る
原

因
に
な
り
ま
す
。

ま
ず
は
「
家
具
の
固
定
」
か

ら
は
じ
め
て
み
ま
し
ょ
う

　

過
去
の
地
震
で
は
、
被
害

者
の
ほ
と
ん
ど
が
発
生
の
瞬

間
に
死
傷
し
て
い
ま
す
。
そ

の
時
に
「
死
な
な
い
、
ケ
ガ

を
し
な
い
」
こ
と
を
最
優
先

に
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
役
所
危
機
管
理
課

☎
㉔
２
１
１
１
（
内
線
３
５
２
）

高
齢
者
な
ど
を
守
れ
る
地
域
に

災
害
時
要
援
護
者
の
支
援
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
（
県
主
催
）

が
８
月
27
日（
木
）、
南
予
地
方
局
で
開
か
れ
、
南
予
の
住

民
な
ど
約
１
５
０
人
（
大
洲
市
か
ら
は
肱
南
、大
川
、新
谷
、

長
浜
自
治
会
、
沖
浦
、
出
海
、
豊
茂
、
植
松
の
自
主
防
災

組
織
な
ど
計
15
人
）
が
出
席
し
、
要
援
護
者
対
策
へ
の
認

識
を
高
め
ま
し
た
。

大
洲
市
の
自
主
防
災
組
織
も
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

シリーズ防災
№19

シリーズ防災・おおずの女性
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大洲市立図書館　10月生涯学習講座
文学・歴史講座「その時　歴史は動いた」

～大洲城天守の謎～

　　講師　岡﨑壮一先生　期日　10月28日㈬
　　時間　午前９時45分～午前11時45分
　　場所　大洲市立図書館コミュニティホール

寂聴幸運の鍵
　瀬戸内　寂聴著

　憂いは絶えない。それでも
世界は美しい－。混迷きわめ
る21世紀を「末期の眼」が涼
やかに綴る。生きることの愛
おしさに満ちた、時代を鼓舞
する時評エッセイ。『毎日新
聞』連載を単行本化。

犬たちをおくる日
今西　乃子著（児童書）

　捨てられる命を１頭でも減ら
す社会へ。日本一の動物愛護セ
ンターを目指して、日々奮闘す
る愛媛県動物愛護センター職員
たちの日常を追いながら、命の
尊さを考えるノンフィクション。

きみも鉄道（レール）
マスターをめざせ！
車両クイズ120

坂正　博著（児童書）
　一番長い距離を走る特急は
なに？新幹線に踏切はあるか
な? 特急列車しか走っていな
い線区はどこ？「車両」に関す
るクイズを120問収録。時刻表
を持って、いざ、鉄道(レール)
マスターへの旅に出発進行！

同期 今野　敏著
　懲戒免職になった同期の
公安刑事が、連続殺人の容
疑者に。立ちはだかる組織の
論理に、男たちは誇りと絆で
突破する！圧倒的なスピード
感で、あっと驚く展開の連続
を駆け抜ける警察小説。『小
説現代』掲載を単行本化。

脳は0.1秒で恋をする 
茂木　健一郎著

　脳は「ときめき」で成長
する！出会いの確率を高め
る法則、アイコンタクトと
ボディタッチの効果、恋愛
の賞味期限を乗り越える方
法など、「恋愛」を脳科学で
解き明かす。

天国の郵便ポスト
　　折原　みと著

　妻を亡くした悲しみから立
ち直れない真人のもとへ、あ
る日、愛犬の死に落ち込む女
の子から手紙が届く。思いつ
きから返信を書くが、それが
いつしか「天国に届く郵便ポ
スト」の噂となって…。キマ
グレンの同名曲を小説化。

2009年10月の休館日
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

■＝休館日　　開館時間　午前9時30分～午後６時
※31日は館内図書整理日のため休館します。

図書館情報図書館情報図書館情報
大洲市立図書館   ☎ 59－4111
大洲市立図書館長浜分館 ☎ 52ー1121
大洲市立図書館肱川分館 ☎ 34ー2319
大洲市立図書館河辺分館 ☎ 39－2111

オススメ新着図書

　大洲市公式
ホームページ  →  大洲市立図書館  →  蔵書検索

　─インターネットを利用して、図書の検索が
各家庭や携帯電話からもできます。─　

【一般図書】
小学生から「新聞」を読む子は大きく伸びる！ 池上彰著
なまけもののあなたがうまくいく57の法則 本田直之著
伊勢神宮の暗号 関裕二著
半島へ、ふたたび 蓮池薫著
中学生が考える-私たちのケータイ、ネットとのつきあい方 大山圭湖著
脳がワクワクする「理系」ドリル 半田利弘著
腎臓病透析患者さんのための献立集 宮本佳代子監修
クルマの寿命がどんどんのびる本 ベストカー編
いまさら聞けない大人の家庭科！ 暮らし向上委員会編
バーの主人がこっそり教える味なつまみ 間口一就著

「なっとく出産」応援事典 井上裕美著
ハクビシン・アライグマ 古谷益朗著
着信御礼！ケータイ大喜利 NHK「着信御礼！ケータイ大喜利」 制作チーム編

封筒でつくる手づくり文房具 宇田川一美著
落語一日一話 野口卓著
女の子ものがたり 西原理恵子原作
ぼくが探偵だった夏 内田康夫著
ころころろ 畠中恵著
【児童書】
ホネホネどうぶつえん 西澤真樹子監修・解説
ちびまる子ちゃんの手作り教室 さくらももこキャラクター原作
おりがみでおままごと いまいみさ著
うわさのようちえん きたやまようこ作
いろいろおんせん ますだゆうこぶん
いとしの犬ハチ いもとようこ作・絵

※ このほかにもたくさんの本が入っています。（随時配架しています。）
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